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１ 点検・評価の趣旨・実施方法等

（１）点検・評価の趣旨

平成１９年６月、「地方教育行政の組織及び運営に関する法律」の一部が改

正され、「教育委員会は、毎年、その権限に属する事務の管理及び執行の状況

について点検及び評価を行い、その結果に関する報告書を作成し、これを議会

に提出するとともに町民に公表しなければならない。」とされた。

この報告書は、上記法律の規定に基づき教育委員会が作成して議会へ提出

するとともに、町民に公表するものである。報告書作成の趣旨は、令和３年度

において教育委員会が実施した主要な事業についてその成果を検証・評価し、

また、課題を把握してそれを今後の施策に活用しようとするものである。

（２）点検・評価の方針

①点検・評価の対象は、主要事業及び当該年度の重点事業とする。

②事務点検・評価委員による評価について、学識経験者の意見を聴取し、

報告書に添付する。

③議会へ報告書を提出する。

（３）点検・評価の実施

点検・評価の実施にあたっては、三種町みらい創造プラン（令和３年度～

令和７年度）、「第３編基本計画」の「第１章基本政策」にある「１．若者の

定住促進と賑わいのあるまち」、「４．誰もが生涯にわたり学び心豊かに暮ら

せるまち」に設定している主要政策の現状と課題、５年間の方向性、施策項

目に沿って行うものとする。

地方教育行政の組織及び運営に関する法律（抜粋）

第２６条 教育委員会は、毎年、その権限に属する事務〔前条第一項の規

定により教育長に委任された事務その他教育長の権限に属する事務（同条

第四項の規定により事務局職員等に委任された事務を含む。）を含む。〕の

管理及び執行の状況について点検及び評価を行い、その結果に関する報告

書を作成し、これを議会に提出するとともに、公表しなければならない。

２ 教育委員会は、前項の点検及び評価を行うに当たっては、教育に関し

学識経験を有する者の知見の活用を図るものとする。
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●基本政策１「若者の定住促進と賑わいのあるまち」

主要政策２ 観光資源の充実と交流人口の拡大

●基本政策４「誰もが生涯にわたり学び心豊かに暮らせるまち」

主要政策１ 教育環境等の充実

主要政策２ 生涯学習・スポーツの推進

主要政策３ 芸術文化活動の推進と郷土芸能の継承

※事業費に金額が入っていないものは、事業内容が多岐にわたるものであ

るため、額として表すことの不可能なものであることをご理解ください。

（４）報告書の作成計画

①令和５年７月１９日

事務点検・評価委員会において、委員より事業内容・実績課題等につい

ての評価及び意見を聴取。

②令和５年８月２１日

教育委員定例会で「事務点検・評価報告書」の報告。

③議会へ報告

全議員へ配布。

④事務点検・評価報告書の公表（町ホームページへ掲載）
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２ 点検・評価の結果

誰もが生涯にわたり学び心豊かに暮らせるまち［教育・文化］

主要施策１【教育環境等の充実】

施策項目【★教育環境の充実】【★学び・スポーツ活動の機会拡充】

[総務学事係]
名 称 学校活動支援補助金等 決 算 額 7,860 千円

事業内容 義務教育を受けるために必要な経費を援助することにより、

保護者の負担軽減を図る。

実績報告

・遠距離通学費の補助（小学校４ｋｍ、中学校６ｋｍ以上）

３６名 713,526 円

・小学校入学児童へのランドセル寄贈

６３個 1,621,620 円

・自転車用ヘルメット寄贈

小学校３年 ６６個、中学校１年 ８９個 計 443,300 円

・体育文化部活動への旅費等補助

小学校０件、中学校２６件 計 4,048,668 円

・実用英語技能検定補助

２７８名 1,032,070 円

課題・

今後の方針

各学校と連携を密にし、対象者の把握に努め、制度の周知を

引き続き行っていきたい。

☑ 継続 □ 廃止検討 □ 改善検討 □ 単年度

評価委員の

意見・評価等

・児童・生徒数が減少しているからこそ、手厚い対応をしてほしい。

・支援できる事業の見直しを図り、保護者負担の軽減に努めてほしい。

・児童・生徒の通学時の安全を守るため、今後も継続して欲しい。
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[総務学事係]
名 称 学校保健・学校体育 決 算 額 1,080千円

事業内容

児童生徒の心身の健康保持増進及び安心安全の確保のため、

学校保健安全法等をふまえて、学校健康診断の実施等、心身の

健康保持増進に努める。

学校体育では児童生徒の状態を踏まえた指導の充実や運動部

活動指導の工夫を行う。

学校保健では健康の保持増進を目指した望ましい生活習慣の

確立を目指す。

実績報告

小学校では、集団登校、体育授業の充実や業間体操、屋外活

動やスポーツ少年団活動、中学校は体育授業や部活動などを通

して、体力向上に積極的に取り組んでいる。

「次代を担う三種の子自立プラン」を受けて、基本的な生活

習慣の確立を目指して各学校で保健指導を充実させ、家庭への

発信を意識した取組を進めた。また、小・中学校の養護教諭が

中心となって、生活習慣の見直しに取り組み、実践を通して子

どもたちだけでなく家族の方々の健康意識を高めるなどの大き

な成果を挙げた。

課題・

今後の方針

基本的な生活習慣の確立は時間を要するため、小中学校で連

携して取り組むことが望ましく、また家庭からの協力を得なが

ら継続していく。

☑ 継続 □ 廃止検討 □ 改善検討 □ 単年度

評価委員の

意見・評価等

・スポ少に入団していない子どものための親子教室や、食育の料理教室

など、イベントは大変だが開催して欲しい。

・児童・生徒の減少のため、集団登校や部活動が縮小傾向にあり、子ど

もたちの体力作りに影響があるように思われる。今後も健康維持増進

に繋がる事業に努めて欲しい。

4



[総務学事係]
名 称 スクールバス運行事業 決 算 額 18,468千円

事業内容

琴丘小学校、森岳小学校、山本中学校のスクールバスを運行

し、登下校の通学手段として活用するほか、校外学習や各種大

会等でも利用する。

実績報告

スクールバスは、登校時１回と下校時２回運行し、特に大き

な事故等もなく安全に運行することができた。また、町内外の

校外学習にも使用されているほか、各種大会にも運行され、十

分活用されている。令和４年度より新たに森岳小学校でスクー

ルバス１台を運行した。

・琴丘小学校スクールバス１台の運行日数２５４日（校外学

習３６日、各種大会４１日を含む）

・森岳小学校スクールバス１台の運行日数２４４日（校外学

習４３日、各種大会４０日を含む）

・山本中学校スクールバス２台の運行日数４９０日（校外学

習６１日、各種大会３８日を含む）

課題・

今後の方針

運転手の人材確保、故障時の迅速な対応が課題である。今後

も柔軟な対応をし、バスを有効活用していきたい。

☑ 継続 □ 廃止検討 □ 改善検討 □ 単年度

評価委員の

意見・評価等

・運転手の確保は大変だと思うが、継続して欲しい。

・中学校統合を見据え、スクールバスは益々必要となってくると思われ

る。安全運行の重視と若い運転手の人材確保、外部委託を含めた体制整

備を検討する必要がある。
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[総務学事係]
名 称 外国青年招致事業・外国語活

動支援員

決 算 額 19,237千円

事業内容 外国語教育の充実、国際理解教育の推進のため配置する。

実績報告

現在、外国語指導助手（ＡＬＴ）は３名おり、主に中学校を

担当し、小学校も月４回程度訪問している。外国語活動支援員

もＡＬＴ同様３名おり、主に小学校を担当し、中学校も月４回

程度訪問している。

中学校に１名ずつＡＬＴを常駐させ、小学校には外国語活動

支援員３名を担当させることで、安定した支援を行うことがで

きた。教職員、ＡＬＴ、外国語活動支援員が連携を取り合い、

学習の準備を進めることで、小学校での英語の授業にもスムー

ズに対応できている。

また、夏休み中にはＡＬＴによる英語教室イベントを開催し、

国際理解教育の推進を図ることができた。コロナによりしばら

く実施できていなかった国際交流イベントだが、今後も定期的

に開催し、授業以外に外国語に触れる機会を増やしていきたい。

課題・

今後の方針

英語教育や国際理解教育の充実のため今後も連携をとりなが

ら、よりよい教育のために検討と実践を重ねていく。

☑ 継続 □ 廃止検討 □ 改善検討 □ 単年度

評価委員の

意見・評価等

・イベント開催に力を入れてほしい。

・今後、外国語教育はますます必要になってくると思う。日常会話を臆

することなく身に付けられるよう、教育の充実を図ってほしい。
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[総務学事係]
名 称 教育環境の整備 決 算 額 20,077千円

事業内容

児童生徒が安心して学習できる環境を整備するため、学校施

設の老朽化や学校統合計画などを考慮しながら、必要に応じた

改修工事等を行い、教育環境の向上と安全確保に努める。

実績報告

【小学校修繕料】４２件／支出額：2,803,416円
【小学校改修等工事】８件／支出額：9,439,100円
○主な事業
・琴丘小学校駐車場舗装補修工事 3,361,600円
・琴丘小学校プールろ過装置ろ材等交換工事 1,408,000円

【中学校修繕料】３４件／支出額：2,666,624円
【中学校改修等工事】８件／支出額：5,167,800円
○主な事業
・八竜中学校小荷物専用昇降機改修工事 1,540,000円

課題・

今後の方針

施設老朽化が目立ち、修繕費や工事費が毎年増加してきてい

る。必要な修理箇所の迅速な把握と、きめ細やかな対応に努め

る。

☑ 継続 □ 廃止検討 □ 改善検討 □ 単年度

評価委員の

意見・評価等

・今後も修繕費は増加すると思うが、安全のため、環境整備に努めて欲

しい。
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[総務学事係]
名 称 町立学校再編整備事業 決 算 額 22,180千円

事業内容

○三種町立統合中学校検討委員会 （180 千円 報償費）

（１）統合中学校建設の基本構想の策定

（２）統合中学校建設基本設計の作成

（３）その他統合中学校の在り方に関することの検討

○三種町立統合中学校基本設計業務 （22,000 千円 委託料）

（１）簡易公募型指名プロポーザル方式による設計者の選定

（２）統合中学校基本設計の作成

実績報告

統合中学校建設の基本設計を作成するため、小・中学校長、

児童生徒の保護者、学識経験者等からなる、三種町立統合中学

校検討委員会を組織し、中学校の建設に関する基本構想及び基

本設計を策定した。

また、児童生徒、教職員、一般町民を対象としたワークショ

ップの開催やパブリックコメントにより出された意見も取り入

れながら、令和５年３月に「三種町立統合中学校建設事業基本

設計」を作成した。

課題・

今後の方針

令和５年度に小・中学校統合検討委員会を組織し、統合中学

校実施設計の作成及び小・中学校の統合に関する準備を進めて

いく。

令和６年度より２カ年で建設工事及び統合準備委員会等によ

る統合の準備を行い、令和８年度の統合中学校及び令和９年度

の統合小学校開校を目指す。

☑ 継続 □ 廃止検討 □ 改善検討 □ 単年度

評価委員の

意見・評価等

・統合するメリットの方が多いと思う。場所の問題もあると思

うが、児童・生徒の幸せを考え、進めてもらいたい。

・少子化に伴う学校統合はやむを得ないことであるが、将来を

見据えて、これからの子どもたちのための道筋を決定してもら

いたい。
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[学校給食係]
名 称 学校給食運営事業 決 算 額 23,369千円

事業内容

安心して子どもを産み育てることができる環境づくりを促進

し、保護者の経済的な負担軽減を図るため、学校給食費を第１

子・第２子半額減免、第３子以降を全額免除にしている。

実績報告

児童生徒に必要な栄養価を確保するとともに、給食費の値上

げを据え置いている。また、給食費の減免等を行っていること

により、滞納繰越額も減少しており、保護者の経済的な負担軽

減につながり、現年度分の未納がなくなってきている。

課題・

今後の方針

継続して取り組んでいく。また、第１子・第２子の全額免除

について検討していく。

☑継続 □ 廃止検討 □ 改善検討 □ 単年度

評価委員の

意見・評価等

・第１子から全額免除を検討して欲しい。

・学校給食費の全額免除について、早期に実現できるよう前向きに取り

組んでほしい。

・物価高騰により、予算面でも大変だと思うが、保護者負担軽減のため、

継続して欲しい。
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[学校給食係]
名 称 学校給食の充実 決 算 額 0千円

事業内容

学校給食の食材として地場産物（秋田県内産物）を積極的に

取り入れ、地域の旬の食材や伝統食を取り入れるよう推進する。

・ノロウイルスをはじめとした全ての食中毒防止のため、衛生

管理の徹底。

・異物混入を防止するため厨房設備点検の徹底。

・ アレルギーのある児童・生徒へのアレルギー食対応の推進。

実績報告

三種町の地場産物利用状況（野菜１５品目）３６．５％（県

平均２７．７％）。今後も継続して県平均以上の利用を図ってい

く。

ノロウイルスをはじめとした食中毒の発生はなかったが、虫

などの異物混入が１０件あった。調理員及び納入業者には、再

発防止についての対策をするよう指導した。今後も衛生管理と

設備点検を徹底していく。

アレルギー食・特別食対応児童生徒数は２５名。安全性を最

優先して対応していく。

課題・

今後の方針

継続して取り組んでいく。

☑継続 □ 廃止検討 □ 改善検討 □ 単年度

評価委員の

意見・評価等

・給食がおいしいという声が聞こえている。地場産の給食は今後も継続

して欲しい。

10



[総務学事係]
名 称 特別支援教育推進事業・スク

ールカウンセリング事業

決 算 額 37,732千円

事業内容

支援が必要な児童・生徒が安定した学校生活を送ることがで

きるよう、特別支援教育支援員２４名を各学校に配置した。

また、児童・生徒、保護者の相談、通級場所を確保するため

「あすなろ教室」に特別教育相談員を配置し、３中学校すべて

にスクールカウンセラーを配置している。

実績報告

特別な支援が必要な児童・生徒の通常学級での学習が可能と

なり、児童・生徒が安定した気持ちで学校生活を送ることがで

きている。

また、八竜公民館内にあすなろ教室を設置することにより、

心理的な理由により登校することができない状態にある児童・

生徒の通級場所を確保することができた。

そして、各中学校ではスクールカウンセラーによる面談や各

種講話会を実施することで、全校体制で生徒の心と体をケアし、

いじめや不登校を未然に防ぐ教職員の意識を高めることができ

た。

課題・

今後の方針

児童・生徒が安心して学校生活を送ることができるように支

援の充実を図っていく。

☑ 継続 □ 廃止検討 □ 改善検討 □ 単年度

評価委員の

意見・評価等

・統合に伴い、児童・生徒にも影響があると思われる。少ない人数から

急に人数が増え、ストレスを感じる子もいることが想定される。対応

をお願いしたい。

・さまざまな情報があふれる社会の中で、子どもたちの心理面も日々変

化していると思われる。その中で安定した学校生活や家庭生活が送れる

よう、支援を充実させてほしい。
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[総務学事係]
名 称 就学援助費制度 決 算 額 4,481千円

事業内容

町内の小・中学校に在籍している児童生徒のうち、経済的な

理由で就学困難と認められる者を、申請により要保護・準要保

護児童生徒に認定し、その保護者に対して就学に必要な援助を

行う。就学援助費の項目は、学用品費・通学用品費・校外活動

費・新入学用品費・体育実技用品費・修学旅行費・学校給食費・

医療費・児童生徒会費・ＰＴＡ会費・クラブ活動費の１１項目

となっており、義務教育を円滑に行うことを目的とする。要保

護については１／２国庫補助事業、準要保護は町単独事業。

実績報告

各小・中学校及び関係機関と連携し、援助が必要な児童生徒

の把握に努め、円滑な義務教育に資することができた。

小学校：1,686,028円、中学校 2,794,710円

課題・

今後の方針

町広報やホームページにより、制度の周知を引き続き行って

いきたい。

☑ 継続 □ 廃止検討 □ 改善検討 □ 単年度

評価委員の

意見・評価等

・援助に見落としがないよう、民生委員などとも連携してもらいたい。

・援助が必要な児童・生徒が利用できるよう、事業内容の周知に努めて

欲しい。
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[総務学事係]
名 称 学校備品整備 決 算 額 6,726 千円

事業内容 小・中学校の老朽化した備品を整備することにより、学校教

育の充実を図る。

実績報告 小学校 ４７件 2,951,503円
主な備品

・ビデオプロジェクター 248千円
・立奏鉄琴 182千円
・プール用マット 66千円

中学校 ３８件 3,774,223円
主な備品

・ホワイトボード 130千円
・絵画作品乾燥棚 99千円
・バドミントン支柱 73千円

課題・

今後の方針

町の教育に支障が起きないように、教育環境の適切な整備を

図る。

☑ 継続 □ 廃止検討 □ 改善検討 □ 単年度

評価委員の

意見・評価等

・備品等の劣化により学業への支障が起きないよう、継続をお願いした

い。

・小中学校の統合を見据えた備品の購入を充分に検討し、整備を図って

ほしい。

・物品を大切に扱う教育も推し進めて欲しい。
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[総務学事係]
名 称 学校情報支援員設置事業

教育活動推進員設置事業

決 算 額 8,091 千円

事業内容

現在、急速に導入が進んでいるＩＣＴ教育を支援するため、

学校情報支援員２名を配置している。また、教育活動推進員３

名もあわせて配置し、プログラミング教育における児童生徒へ

の実践教育や教職員への研修等の支援を行っている。

実績報告

ＧＩＧＡスクール事業により、児童・生徒に１人につき１台

の端末整備を行い令和２年度に完了した。

パソコンやタブレット端末、インターネットを活用したＩＣ

Ｔ教育において、情報支援員が機器の準備や操作等の支援を行

うことで、各学校で安定した情報教育を行うことができている。

課題・

今後の方針

タブレット端末を活用した授業に加え、今後はデジタル化し

た教科書や教材等も導入し、さらに情報教育を推進していく必

要がある。

☑ 継続 □ 廃止検討 □ 改善検討 □ 単年度

評価委員の

意見・評価等

・教科書、資料集などランドセルに入れるとかなりの重さになる。せめ

て、資料集をタブレットで代替して欲しい。

・今後も、実際の教育現場における子どもたちの修得状況や効果的な実

習が出来ているか等、状況把握に努めて欲しい。
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施策項目【★学校・家庭・地域の連携推進】

[生涯学習係・総務学事係]
名 称 森岳小学校学校運営協議会 決 算 額 124千円

事業内容

①校長が作成する学校運営の基本方針を承認すること②学校

運営に関する意見を教育委員会または校長に述べること③教職

員の任用に関して教育委員会に意見を述べることの３つの役割

のもと保護者・地域・学校が学校運営に参画し、一体となって

子どもを支える体制を作ることにより「地域とともにある学校」

づくりを進める。

実績報告

今年度は、三種町のモデル校として森岳小学校に学校運営協

議会を設置している。

第１回 令和４年５月３０日（月）

（１）学校運営の基本方針について

（２）協議「森岳小学校のキャッチフレーズ」等

（３）情報交換、意見交流

第２回 令和４年１２月６日（火）

（１）これまでの活動の紹介（映像）

（２）秋田型学校評価について

（３）熟議（進行：生涯学習センター）

第３回 令和５年２月２１日（火）

（１）秋田型学校評価について

（２）意見交換

○今後の活動をより活性化させるために

○来年度の下岩川地区での活動について

○その他

課題・

今後の方針

・学校運営協議会を設置して１年目であり、委員同士のつなが

りが十分とは言えない。

・学校、保護者、地域の連携の意識は高まったが、今後、具体

的にどのように活動していくかの検討が必要である。
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・学校運営協議会と職員、ＰＴＡの連携の在り方を検討する必

要がある。

・来年度の開催については、今年度と同様に年３回程度開催予

定である。

☑ 継続 □ 廃止検討 □ 改善検討 □ 単年度

評価委員の

意見・評価等

・継続していくことが大切だと思う。

・協議会の実績が見える形になって、広く学校の在り方が示される内容

になるよう努め欲しい。
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[生涯学習係]
名 称 三種町学校支援事業 決 算 額 1,230千円

事業内容

学校・家庭・地域が一体となり、みんなで支える学校・みん

なで育てる子どもの体制づくりのため、地域の教育資源を活用

したふるさと教育の充実を図る。

実績報告

主な活動内容

○琴丘小学校

シイタケ植菌作業、房住山登山、環境学習（八郎プロジェ

クト）、黄花コスモス苗植え、梅ジャム作り、田植え・稲刈り・

脱穀作業、中館番楽、ふくしン坊スクール等

○森岳小学校

見守り活動、学習指導（豆腐づくり体験）、サツマイモ苗付

け・収穫、花壇花苗植栽、森岳歌舞伎・現代舞踊の活動、読

み聞かせ、じゅんさい摘み取り体験学習、リンゴ狩り体験学

習、スノーアクティビティー、浄水場・配水池の見学等

○金岡小学校

正課クラブ（将棋・茶道・生け花・卓球・昔遊び）、じゅん

さい摘み取り、金小ふるさと元気プロジェクト（地域交流学

習）、家庭科学習・図工科学習、小保交流農園活動、読み聞か

せ等

○浜口小学校

見守り活動、交通安全教室、釜谷浜合同クリーンアップ、

八郎湖環境学習・水草植え、獅子舞クラブ、米粉・どら焼き

作り、サツマイモパン販売、地域合同避難訓練等

○湖北小学校

交通安全自転車教室、車いす・アイマスク体験教室福祉講

話、砂像作り体験、枝豆種まき、豆腐作り、茶道体験、読み

聞かせ、お茶体験等
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○琴丘中学校

チャレンジデー講演会＆クアオルト、バブルスポーツ体験、

施設奉仕活動、日赤秋田短大出前講座、芸術鑑賞教室、キウ

イ摘み取り体験、租税教室等

○山本中学校

畑耕起作業、花いっぱい運動、南極の氷贈呈式、森岳歌舞

伎、食農体験、ようこそ先輩講演会、総合学習学年発表会等

○八竜中学校

花壇整備作業、食農体験、八竜ふるさと創生集会、防災学

習会等事業の実施により、子どもの多様な体験・経験がます

ます増加し、ふるさとの名や物や文化に触れる豊かな教育活

動が展開され、地域を誇りに思う気持ちが育った。

課題・

今後の方針

引き続き、地域と学校の協働活動を支援していく。

☑ 継続 □ 廃止検討 □ 改善検討 □ 単年度

評価委員の

意見・評価等

・このような活動は大切。今後も、地域住民とふれあう機会をたくさん

持てるような事業を継続して欲しい。
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[生涯学習係]
名 称 家庭教育講座 決 算 額 50千円

事業内容

乳幼児期から家庭教育支援への取り組みを進め、子育ての不

安を解消し、家庭・学校・地域の連携をもとに交流し、家庭教

育力の充実を図る。

実績報告

幼稚園や保育園、松庵寺を会場として家庭教育講座を行った。

５施設で実施。

講座内容：リトミック講座、親子ヨガ教室、心身リフレッシ

ュ講座等

課題・

今後の方針

時代によって移り変わる課題に沿って、より充実した講座の

開催ができるよう講師の選定などを工夫していきたい。

☑ 継続 □ 廃止検討 □ 改善検討 □ 単年度

評価委員の

意見・評価等

・ぜひ継続して欲しい。

・少子化を踏まえた子育ては地域の課題であり、講座企画等支援の充実

に努めて欲しい。
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施策項目【★学校・家庭・地域の連携推進】

[総務学事係]
名 称 安全教育と安全対策の推進 決 算 額 287千円
事業内容 家庭、保護者、地域住民、スクールガード等の連携により、

地域ぐるみで学校の安全な環境づくりを推進する。

実績報告

防犯教室、交通安全教室、避難訓練など日常的に安全指導を

行い、児童が様々なケースに対応できるよう訓練を実施してい

る。また、スクールガード等により、登下校時の見守りがある

ため、安心して登下校ができている。

小学校新入学児童には、防犯ブザーを支給し、危険を回避で

きるよう努めた。小学校通学路について、関係機関（国土交通

省能代河川国道事務所、山本地域振興局建設部、能代警察署、

建設課、町民生活課、スクールガード・リーダー）による合同

点検を実施し、危険箇所の把握と対策方法の協議を行った。

「子供１１０番の家」については、各学校からリストを提出

してもらい、能代警察署へ提供し、情報の共有化を図っている。

◆主な事業

事業名：地域ぐるみの学校安全体制整備推進事業（県 26,000
円）報償費：213,000円（スクールガードリーダー）保険料：
73,600円

課題・

今後の方針

見守り隊員の高齢化による登録者の減少が続いており、新た

な見守り隊員の確保が課題となっている。

☑ 継続 □ 廃止検討 □ 改善検討 □ 単年度

評価委員の

意見・評価等

・見守り隊の高齢化は問題だと思う。今は退職しても働く人が多く、人

材確保は厳しい。別の形で確保できないか考えてもらいたい。

・子どもたちの見守りが地域住民一体となって行われるよう周知して欲

しい。
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施策項目【 ★学生支援体制の充実 】

[総務学事係]
名 称 奨学資金貸付事業 償還額：5,650千円

貸与額：10,780千円

事業内容

町の未来を担う子供たちへの就学支援と名材育成を目的とし

て、町内に住所を有する学生（高校・高専・短大・専門・大学）

に対し、奨学資金貸付基金により奨学金を貸与する。

実績報告 令和４年度は７名の申し込みがあり、７名を奨学生として採

用した。

課題・

今後の方針

貸与者の償還の遅れや滞納等の問題があるので、本事業を維

持するため、滞納者への家庭訪問や督促の発送を行うほか、返

還に対する指導が必要である。

☑ 継続 □ 廃止検討 □ 改善検討 □ 単年度

評価委員の

意見・評価等

・進学に関わる経済的負担が保護者の重荷になっている現状が伺われる

ため、継続して欲しい。
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[総務学事係]
名 称 三種町第３次学生支援給付

金給付事業

決 算 額 19,100千円

事業内容

新型コロナウイルスの影響を受けている学生を持つ保護者の

負担軽減を図り、学生の修学支援を行うことを目的に給付金を

支給する。

・学生１名につき １０万円

実績報告

・三種町第３次学生支援給付金給付事業

支給額 19,100千円（191名）

課題・

今後の方針

国の新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金を活

用した事業であるため、来年度以降は未定。

□ 継続 □ 廃止検討 □ 改善検討 ☑ 単年度

評価委員の

意見・評価等

・コロナ５類以降に伴い、検討が必要だと思う。時事に合った対応に努

めて欲しい
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施策項目【 青少年の健全育成 】

[生涯学習係]
名 称 青少年育成三種町民会議 決 算 額 172千円
事業内容 青少年の人間形成の重要性に鑑み、広く町民の総意を結集し

青少年の健全育成を図る。

実績報告

あったか声かけ運動については３回実施し、青少年の非行防

止及び社会環境の浄化に資することができた。また、青少年育

成三種町民会議が推薦した八竜中学校の学校環境緑化活動が表

彰され、町内の活動をＰＲすることができた。また、県や関係

団体が主催する会議等にも積極的に参加することで活発な意見

交換や情報収集が行われた。

令和４年度 秋田県社会貢献青少年表彰 団体の部

八竜中学校 受賞

６月１７日 通勤通学あったか声かけ運動（鹿渡駅・森岳駅・北金岡駅）

７月 ５日 わたしの主張２０２２募集依頼（町内中学校）

７月２０日 通勤通学あったか声かけ運動（鹿渡駅・森岳駅・北金岡駅）

１１月２８日 通勤通学あったか声かけ運動（鹿渡・森岳・北金岡駅、町内中学）

令和５年３月３０日 各小中学校へ鉛筆寄贈運動

課題・

今後の方針

引き続き、青少年の健全育成を目標に事業の実施に取り組ん

でいきたい。また、令和４年度は、新しい啓発用品として実用

性も加味した鉛筆を寄贈した。今後も、啓発効果だけでなく児

童・生徒の学校生活に豊かにできるような活動を考えていきた

い。

☑ 継続 □ 廃止検討 □ 改善検討 □ 単年度

評価委員の

意見・評価等

・とてもよい活動だと思うので、継続して欲しい。

23



[生涯学習係]
名 称 新年書き初め大会 決 算 額 46千円
事業内容 書道を通して、小・中学生の交流を図り、書道に対する関心

を高めるため、新年書初め大会を実施している。

実績報告

新型コロナウイルス感染症感染対策を行いながら、山本公民

館講堂にて開催した。

参加者は、小学生２６名、中学生６名。

１月６日から１２日間、山本公民館に作品を展示した。

課題・

今後の方針

今後も開催方法等を工夫しながら事業を継続していきたい。

☑ 継続 □ 廃止検討 □ 改善検討 □ 単年度

評価委員の

意見・評価等

・書道への関心や興味がわくよう、継続して欲しい。
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[生涯学習係]
名 称 三種町成人式 決 算 額 518千円
事業内容 青少年の社会的自立を促すため、新成人による成人式実行委

員会を組織し、式典の企画立案や運営を行った。

実績報告

新型コロナ感染症により延期となっていた令和３年度対象の

成人式は中止となり、代替事業記念品としてクオカードを配布

した。

令和４年度の成人式は８月１５日に山本ふるさと文化館を会

場に開催した。

令和３年度対象者：１３９名（男７５名、女６４名）

令和４年度対象者：１３５名（男７１名、女６４名）

課題・

今後の方針

コロナ禍ではあったが、感染対策を実施したうえで、対面に

より開催できた。今後は成人年齢引き下げに伴う式典の名称変

更等に対応していく必要がある。

☑ 継続 □ 廃止検討 □ 改善検討 □ 単年度

評価委員の

意見・評価等

・時事に合った式典内容を検討の上、継続して欲しい。

・今まで通りの２１歳の夏に開催するのであれば「成人式」の

名称は変更した方がよい。
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主要施策２【 生涯学習・スポーツの推進 】

施策項目【 豊かな学び・スポーツの機会の充実 】

[生涯学習係]
名 称 公民館事業 決 算 額 60千円

事業内容

生きがいと潤いのある生活を営めるよう生涯にわたって自発

的かつ継続的に行える学習の支援に努め、各種講座や学習会を

開催する。

実績報告

［山本公民館］（講師謝礼 35千円）
陶芸工作体験、浴衣で盆ダンスを開催。合計３３名参加。

［八竜公民館］（講師謝礼 25千円）
ダリアの掘り起こし及び分球・保存の仕方、３Ｂ体操を開

催。合計２９名参加。

［琴丘公民館］

ALTの協力を得て英会話教室を開催。合計５名参加。
［山本公民館まつり］

１１月２７日、山本公民館において第１０回山本公民館ま

つりが開催され、展示部門では陶芸や水墨画がならび、発表

部門では大正琴や舞踊団体等が出演。また、写真展を１月１

３日から３１日まで山本公民館ロビーで開催した。

課題・

今後の方針

地域人材がもつ豊かな経験や知識、学習の成果を生かせる機

会を増やしていきたい。

☑ 継続 □ 廃止検討 □ 改善検討 □ 単年度

評価委員の

意見・評価等

・どのような講座があるかわからない。例えば、広報に紹介コーナーを

掲載し、周知してはどうか。

・町民が意欲を持って取り組める事業の施策内容を検討し、参加しやす

い公民館活動ができる場所作りに取り組んでほしい。
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[生涯学習係]
名 称 三種町生涯学習奨励員協議

会

決 算 額 年報酬 174千円

事業内容 住民の学習活動を奨励援助し、地域主導による生涯学習の推

進に努める。

実績報告

生涯学習奨励員１２名が県や郡市で開催される各種研修会へ

出席。町民一名一学習を目指し、生涯学習の奨励活動や学校支

援事業へのボランティアリーダーとして参加協力した。

また、郡市協議会の事業である研究大会では、担当町として

開催準備等に主体的に参加した。日本赤十字秋田短大・及川氏

の東日本大震災の被災経験をもとにした講演を開催。最新の防

災グッズや身近にあるものを災害時に活用する方法などを紹介

いただき、参加者から質問も多く出るなど活発な研究大会とな

った。

課題・

今後の方針

引き続きボランティアリーダーの育成、相互情報共有の場づ

くりなどに努めていく。

☑ 継続 □ 廃止検討 □ 改善検討 □ 単年度

評価委員の

意見・評価等

・地域においてボランティアリーダーが活躍できるよう、育成事業の

継続をお願いしたい。

・奨励員の世代交代と新たなリーダーの確保が必要となっている。
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[生涯学習係]
事 業 名 三種町連合婦人会 決 算 額 300千円
事業内容 女性の地位向上と、積極的に社会参加できる環境づくりに努

め、関係する団体への情報提供などを行い、支援・連携を図る。

実績報告

研修会やボランティア活動など、地域のための様々な活動を

実施し、婦名会会員相互の親睦を深めている。

秋田県婦人大会への参加、消費者問題研修会の開催、町民祭

でのバザー実施等多岐にわたって活動し、女性の地位向上に資

することができた。

課題・

今後の方針

高齢化による会員数の減少が課題となっている。

☑ 継続 □ 廃止検討 □ 改善検討 □ 単年度

評価委員の

意見・評価等

・継続をお願いしたい。

・世代交代や会員の増強が課題と思われるため、活動内容の周知に努め

必要があると思う。
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[生涯学習係]
名 称 高齢者学習支援事業 決 算 額 218千円

事業内容

一人ひとりが健康で、暮らしに潤いと活力を生むための学習

機会の提供と環境づくりに努める。

実施事業：みたね大学の開設（町内６０歳以上対象）

実績報告

新型コロナウイルス感染症により２年間中止していたが、全

体会を４回、コース別学習会を６コース×４回開催し、延べ８

４名が参加した。

山本公民館：陶芸、押し花コース

八竜公民館：ボッチャ、色鉛筆画

琴丘公民館：ユニカール、まめでらが体操

課題・

今後の方針

新型コロナウイルス感染症対策を講じながら開催することが

できた。来年度はより魅力的な学習内容を提供できるようにし

ていきたい。

☑ 継続 □ 廃止検討 □ 改善検討 □ 単年度

評価委員の

意見・評価等

・高齢者が生き生きと意欲持って取り組める事業内容を検討し、継続し

て欲しい。
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[生涯学習係]
名 称 三種町町民祭（文化部門） 決 算 額 0千円
事業内容 町民一人ひとりが作品の展示や発表を行い、日頃の成果を披

露する機会とし、芸術文化の向上と振興を図る。

実績報告

令和元年以来、３年ぶりの開催となった。

文化作品展示部門では学校関係６０２点と一般・芸文協から

４００点が出展された。発表部門では一般・芸文協８団体が日

頃の練習の成果を発表した。また町内３中学校吹奏楽部が迫力

ある合同演奏を披露した。

課題・

今後の方針

より多くの住民参加による魅力ある町民祭を目指す。

☑ 継続 □ 廃止検討 □ 改善検討 □ 単年度

評価委員の

意見・評価等

・今後も町民の日頃の活動成果の発表の場として、継続して欲しい。
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[スポーツ係]
名 称 スポーツ振興事業 決 算 額 996千円
事業内容 町民のスポーツ参加を促進する取組の充実を通じて、当町の

成人の週１回以上のスポーツ実施率６５％以上を目指す。

実績報告

スポーツ教室は、小学生水泳教室を計８回、バドミントン教

室を計４回開催した。

また、チャレンジデーは５月２５日に開催され、当町は北海

道芽室町と対戦し惜敗した（参加率３６．９％）。

スポーツの日イベントは実施できたが三種町８人制バレーボ

ール大会は、新型コロナウイルスの感染状況を鑑み、主催団体

等と協議のうえ中止した。

課題・

今後の方針

町民のニーズに応えるスポーツイベントやスポーツ教室を開

催し、より参加しやすい環境づくりに努めていきたい。

☑ 継続 □ 廃止検討 □ 改善検討 □ 単年度

評価委員の

意見・評価等

・今年でチャレンジデーが終わるということで、来年度から新しいイベ

ントを開催して欲しい。

・子育て世代、働き盛り世代、高齢期と体力に合わせた取り組みが必要

となっている。老若男女が参加できるスポーツイベントを企画し、実

施して欲しい。
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[スポーツ係]
名 称 地域スポーツクラブ事業 決 算 額 900千円

事業内容

地域住民の健康維持、体力増進を支える環境づくりを推進し、

スポーツを通じた地域づくりに寄与することを目的に、地域単

位で多様なスポーツ事業を展開する。

実績報告

コロナ禍の影響で活動の一部自粛を余儀なくされたが、地域

住民の健康維持、体力増進を支える環境づくり、スポーツを通

じた地域づくりを目指し、各地域スポーツクラブごとに様々な

事業を実施した。

課題・

今後の方針

誰もが気軽に参加でき、多世代、多種目、多志向に対応した

プログラムを企画していきたい。

☑ 継続 □ 廃止検討 □ 改善検討 □ 単年度

評価委員の

意見・評価等

・地域住民が無理をせず楽しめるプログラムを企画し、活動を継続して

もらいたい。

・３地域合同のスポーツ事業を年１回実施して、交流を図ったらどうか。
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[スポーツ係]

名 称
三種町スポーツ・地域振興推

進協議会
決 算 額 464千円

事業内容

スポーツ合宿、スポーツ大会等を積極的に誘致開催すること

で地域活性化を図るとともに、スポーツ団体等とのスポーツ・

地域振興を通じた相互連携により、様々な事業を展開しながら

スポーツを活用したまちづくりに取り組む。

実績報告

協議会ホームページを作成したほか、４年ぶりにペッカーズ

カップミニバスケットボール大会を開催することができた。ま

た、ＪＲ秋田硬式野球部小学生野球教室を開催した。

課題・

今後の方針

協議会内での意見を参考に様々な事業を展開し、スポーツに

よる町づくりに取り組みたい。

☑ 継続 □ 廃止検討 □ 改善検討 □ 単年度

評価委員の

意見・評価等

・子ども対象だけでなく、大人も参加できる企画など、活発な事業展開

をして欲しい。
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[スポーツ係]

名 称
日本体育大学・三種町推進協

議会
決 算 額 252千円

事業内容

日本体育大学と平成２７年１０月に締結した「体育・スポー

ツ振興に関する協定」に基づき、同大学と連携しながら、町民

の体育・スポーツ及び健康づくりに関する事業等を行う。

実績報告

日体大フェスティバル連携地域物産展に参加し、三種町の特

産物をＰＲすることができた。また、コロナ禍で連携自治体受

け入れ事業については、希望がなかった。

課題・

今後の方針

町出身の同大学ＯＢ等の意見を参考するなどして、多様な活

動ができるよう協力体制を整えたい。

☑ 継続 □ 廃止検討 □ 改善検討 □ 単年度

評価委員の

意見・評価等

・コロナが５類に移行したので、ぜひ活発に活動して欲しい。
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[スポーツ係]
名 称 三種町スポーツ推進委員会 決 算 額 925千円

事業内容

当町のスポーツ振興のため、地域スポーツの推進役として町

民へスポーツに関する指導及び助言等を行う。また、スポーツ

推進委員としての資質向上に努める。

実績報告

２５名の委員がスポーツの実技指導及び助言等に加え、スポ

ーツ推進のため町民とのパイプ役として活動した。

今年度は全県大会などが再開され１５名の委員が参加した。

また、７月１６日には、当町で女性スポーツ推進委員交流のつ

どいが開催され、８名の女性推進委員が参加した。

課題・

今後の方針

次年度は委員の改選年であるため、委員の世代交代を進めな

がら、次世代を担う若手委員の育成を図りたい。

☑ 継続 □ 廃止検討 □ 改善検討 □ 単年度

評価委員の

意見・評価等

・若手委員の育成に努めて、事業を継続して欲しい。
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[スポーツ係]
名 称 三種町スポーツ推進審議会 決 算 額 77千円
事業内容 スポーツ推進に関する事項について調査審議し、教育委員会

に建議する。

実績報告

スポーツ推進審議会委員９名。７月１５日と１１月２５日の

２回審議会を開催し、前審議会での意見・課題等の進捗状況の

報告、町スポーツ全般の課題等について意見具申を行った。

課題・

今後の方針

今後も町民と行政のパイプ役として、町民のスポーツニーズ

を把握し、スポーツの推進を図っていく。

☑ 継続 □ 廃止検討 □ 改善検討 □ 単年度

評価委員の

意見・評価等

・パイプ役としてがんばってほしい。
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[スポーツ係]
名 称 八竜Ｂ＆Ｇ海洋センター 決 算 額 3,405 千円

事業内容 町民の海洋性スポーツ等の実践を通じて、青少年の心身の鍛

錬、健全育成及び豊かな人間性の高揚に寄与する。

実績報告

令和４年度は６月２６日から９月４日まで開設し、利用者数

３，７３８名、使用料収入２２，９２０円であった。小学生水

泳教室を計８回開催したほか、幼稚園・保育園・小中学校の授

業や一般利用で、多くの方からご利用いただいた。

課題・

今後の方針

インストラクターが１名以上いなければならないが、現在は

他課の町職員で対応している。今後は、中長期的にインストラ

クターを務めることのできる者に資格取得させたい。

☑ 継続 □ 廃止検討 □ 改善検討 □ 単年度

評価委員の

意見・評価等

・インストラクターの課題は厳しいと思うが、事故等の対応のためにも

必要。人材を探してほしい。

・利用料を増やして、使用料による収入を増やせないか。

・施設の老朽化が心配されるが、事故の無いよう継続して欲しい。
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[生涯学習係]
名 称 三種町スポーツ・文化栄誉賞 決 算 額 245千円
事業内容 スポーツ・文化の分野において各種大会・コンクール等で優秀

な成績を収めた町民を表彰し、意欲向上を推し進める。

実績報告

スポーツ栄誉賞：５０個人、５団体

文化栄誉賞：１３個人

特別賞：１個人

課題・

今後の方針

近年は大会の種類が複雑化し、これまでの基準では授与の判

断が難しくなっている。時代に合わせ授与基準を改正しながら、

公平性を確保できるよう努める。

☑ 継続 □ 廃止検討 □ 改善検討 □ 単年度

評価委員の

意見・評価等

・団体数も増え、把握するのも大変だと思うが、日頃頑張っている成果

を讃えてほしい。
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[スポーツ係]
名 称 三種町スポーツ協会 決 算 額 2,452 千円

事業内容 町内におけるスポーツ団体の連携を図り、町民に対するスポ

ーツ普及振興に期することを目的とする。

実績報告

加盟２２団体（会員数７１０名）が、それぞれの独自性を生

かしたスポーツ事業を実施した。主催事業の研修（講習）会や

新春懇談会等は、新型コロナウイルス感染症の影響により昨年

度に引き続き開催を見送った。

課題・

今後の方針

自主運営に向けて事務局体制の見直しを検討し、今後は自立

できるよう支援をしていきたい。

☑ 継続 □ 廃止検討 □ 改善検討 □ 単年度

評価委員の

意見・評価等

・各団体が活発に活動できるよう、支援を継続して欲しい。

・会員数が減少する状況となっている中、自主運営体制の整備が見込め

ないのでは、人材育成に取り組む必要がある。
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[スポーツ係]
名 称 三種町スポーツ少年団 決 算 額 549 千円

事業内容

スポーツ少年団員が地域でのスポーツ活動を中心とした集団

的な活動の経験を通じて人間的成長ができるとともに、次代を

担う青少年の育成を目的とする。

実績報告

令和４年度は登録団数１２、団員数１７０名、指導者１１４

名。主催事業の合同入団式や研修会、岩手県葛巻町とのスポー

ツ少年団交流会は、新型コロナウイルス感染症の影響により昨

年度に引き続き開催を見送った。

課題・

今後の方針

冬期間の学校、公共体育施設の利用について各団間での調整

が難しく、引き続き話し合いが必要である。

☑ 継続 □ 廃止検討 □ 改善検討 □ 単年度

評価委員の

意見・評価等

・少子化で団体の継続が厳しいが、子ども達のためにも頑張っ

てほしい。

・体育館、土床などの調整をお願いしたい。
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施策項目【 読書活動の推進 】

[生涯学習係]
名 称 読書推進事業 決 算 額 982千円
事業内容 新刊図書の購入、県立図書館と連携し図書整理を行い、町民

の読書意欲、図書利用の向上を促す。

実績報告

新刊図書購入は定期的に行い、ホームページで紹介している。

県立図書館からの賃借事業の活用もあり、企画展示等充実

してきており、図書利用者の関心は高まってきている。

県の読書活動推進パートナー支援事業により、ゆめろんの休

憩スペースに設置した「ぽかぽか図書コーナー」を、引き続き

実施している。

課題・

今後の方針

新たな企画にも積極的に取り組み、利用しやすい図書室の環

境整備に努めていきたい。

☑ 継続 □ 廃止検討 □ 改善検討 □ 単年度

評価委員の

意見・評価等

・公民館での図書紹介や展示方法に利用する方の興味を引く工夫がみら

れ、とても良い。今後も町民の読書意欲向上に向けて、事業を継続し

て欲しい。
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[生涯学習係]
名 称 ブックスタート事業 決 算 額 107千円

事業内容

町で行っている乳幼児健康診査で、４ヶ月児、１０ヶ月児を

対象に三種町の読み聞かせサポーター（登録１４名）が絵本を

読み聞かせ、「地域みんなで子育てを応援していますよ」という

メッセージを伝え絵本をプレゼントする。

実績報告

年６回行われた乳幼児健診に合わせて実施。４ヶ月児計４３

人に赤ちゃん絵本をプレゼントした。新型コロナウイルス感染

症拡大防止のため、読み聞かせの実施を中止している。

課題・

今後の方針

今後も、地域と家庭のふれあいを後押しすると同時に親子が

絵本に親しむきっかけ作りをしていきたい。

☑ 継続 □ 廃止検討 □ 改善検討 □ 単年度

評価委員の

意見・評価等

・ぜひ継続して欲しい。

・対面での読み聞かせを再開して欲しい。
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主要施策３【 芸術文化活動の推進と郷土芸能の継承 】

施策項目【 芸術文化活動の推進 】

[生涯学習係]
名 称 三種町音楽演奏会 決 算 額 308千円
事業内容 町の芸術文化の向上と振興を図るため、秋田大学吹奏楽団と

町内３中学校の吹奏楽部が合同演奏を行う。

実績報告

令和５年２月１２日（日）山本ふるさと文化館を会場に４年

ぶりに開催した。新型コロナ感染症対策として、中学校と秋田

大学の合同演奏は取りやめて２部制で行い、約２００名の観客

が演奏を楽しんだ。

課題・

今後の方針

秋田大学吹奏楽部や町内３中学校と連絡を取りながら、令和

５年度の開催に向けて準備を進める。

☑ 継続 □ 廃止検討 □ 改善検討 □ 単年度

評価委員の

意見・評価等

・音楽にふれることは大切であり、町民に感動を与える事業として継続

して欲しい。
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施策項目【 郷土芸能の継承 】【 文化財の保護・活用 】

[生涯学習係]
名 称 文化振興事業 決 算 額 8,166千円

事業内容

文化財の保護と活用の促進、郷土芸能・伝統文化の保護、文

化財資料の整理収蔵を目的とし、文化財の保護と文化財に親し

む機会を作る。

実績報告

町指定文化財の保護、天然記念物カモシカ対応、各種団体へ

の補助（芸術文化協会、民俗芸能団体、大山家、農村歌舞伎会

館、じゅんさい音頭推進協議会、北涯俳句大会）を行った。

伝統芸能の祭典 inみたねは令和元年以来、３年ぶりの開催と
なった。新型コロナウイルス感染症拡大防止のため規模を縮小

しての開催となったが町内の民俗文化の交流、町民への文化意

識の高揚が図られた。

芸術文化祭は展示部門に加え舞台部門も開催し、団体間の交

流と成果発表の場を提供することができた。郷土芸能間の交流

を広げ技術の向上や継承への意識を高めることができた。

課題・

今後の方針

新型コロナウイルス感染症により活動が困難となっていたが

徐々に活発になってきている。団体との連携を密にしながら、

今後も民俗芸能団体等の育成活動奨励に努めていきたい。

☑ 継続 □ 廃止検討 □ 改善検討 □ 単年度

評価委員の

意見・評価等

・伝統芸能の継承のため、継続して欲しい。
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若者の定住促進と賑わいのあるまち［定住・賑わい］

主要施策２【 観光資源の充実と交流人口の拡大 】

施策項目【★交流人口の拡大】

[スポーツ係]
名 称 スポーツ文化合宿等誘致推

進事業

決 算 額 4,575千円

事業内容

本町におけるスポーツ文化合宿等を積極的に誘致し、交流人

口の拡大と地域の活性化を図ることを目的に、合宿、遠征、大

会（公式大会を除く）等で町内に宿泊するスポーツ文化団体に

対し、宿泊日数に応じて宿泊費の一部を補助する。

実績報告

令和４年度実績

団体数 ６８団体 （令和３年度 ２団体）

延べ宿泊者数 ２，３９９名（令和３年度 ３４８名）

新型コロナウイルス感染症対策等の影響が大きかった令和３

年度に比べ利用者が増加し交流の拡大が図られた。

課題・

今後の方針

本格的な交流の回復を見据えて、地域経済回復のため引き続

き誘致に努めていきたい。

☑ 継続 □ 廃止検討 □ 改善検討 □ 単年度

評価委員の

意見・評価等

・コロナも落ち着いたため、さらなる交流の場が増えるよう

、以前のような活動をしてほしい。
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施策項目【★スポーツによる地域活性化】

[スポーツ係]
名 称 スポーツ大会運営費補助事

業

決 算 額 701千円

事業内容 町独自のスポーツ大会へ運営費を補助し開催することで、町

への流動人口の増加と地域の活性化に資する。

実績報告

令和４年度実績

高校硬式野球三種町招待試合

メロンカップ小学生バレーボール三種大会

じゅんさいカップミニバスケットボール三種大会

三種町長杯大学準硬式野球大会

三種町長杯大学バスケットボール大会

北緯４０度中学校バスケットボール交流大会

課題・

今後の方針

今後も継続し開催するとともに、主管団体と連携を図りなが

ら更に大会の充実を図りたい。

☑ 継続 □ 廃止検討 □ 改善検討 □ 単年度

評価委員の

意見・評価等

・感染症対策を行い、各種大会が開催されて良かった。今後も継続して

欲しい。
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３ 教育委員会の運営状況

（１）会議開催状況

１ 三種町総合教育会議

第１回 三種町総合教育会議 令和５年２月２７日（月）

協 議 １ ＩＣＴ環境の整備について

協 議 ２ コミュニティ・スクールについて

協 議 ３ 小・中学校再編整備について

２ 三種町教育委員会（定例会１２回）・（臨時会１回）

令和４年

第４回定例会 令和４年４月２２日（金）

議案第１３号 令和４年度 要保護・準要保護世帯の認定について

議案第１４号 三種町立学校の教育職員の業務量の適切な管理等に関する規

則の制定について

議案第１５号 三種町立学校職員旧姓使用取扱要綱の制定について

議案第１６号 三種町立小・中学校学校栄養職員等特別非常勤講師設置要綱

の制定について

議案第１７号 学校医・学校薬剤師の委嘱について

議案第１８号 三種町教育支援委員会委員の委嘱について

議案第１９号 三種町奨学生選考委員会委員の委嘱について

議案第２０号 学校運営協議会委員の委嘱について

議案第２１号 三種町生涯学習奨励員の委嘱について

議案第２２号 三種町スポーツ推進審議会委員の委嘱について

議案第２３号 三種町学校給食運営委員の委嘱について

報 告 １ 三種町第３次学生支援給付金給付事業実施要綱の制定について

第５回定例会 令和４年５月２７日（金）

議案第２４号 事務点検評価委員の委嘱について

議案第２５号 文化財保護審議会委員の委嘱について

議案第２６号 三種町社会教育委員兼公民館運営審議会委員の委嘱について

協 議 １ 令和４年度北教育事務所長・出張所長訪問について

第６回定例会 令和４年６月２１日（火）

議案第２７号 夏季休業中の「学校閉庁日」の設定について

議案第２８号 三種町立統合中学校検討委員会要綱の制定について
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議案第２９号 三種町立統合中学校検討委員会傍聴要領の制定について

報 告 １ 統合中学校建設スケジュールについて

第７回定例会 令和４年７月２６日（火）

議案第３０号 令和５年度使用一般図書（特別支援学校小・中学部用、小・中学校

等特別支援学級用）の採択について

報 告 １ 第１回三種町立統合中学校検討委員会の報告と今後の日程について

報 告 ２ 全国学力・学習状況調査について

報 告 ３ 三種町新型コロナウイルス感染症対策本部会議の報告について

第８回定例会 令和４年８月２３日（火）

報 告 １ 令和３年度事業 三種町教育委員会事務点検・評価報告について

報 告 ２ 三種町立統合中学校建設基本構想について

第９回定例会 令和４年９月２６日（月）

報 告 １ 三種町立統合中学校建設に関する基本設計業務について

第１０回定例会 令和４年１０月２４日（月）

議案第３１号 三種町立学校使用規則の一部改正について

議案第３２号 三種町体育館設置条例施行規則の一部改正について

第１１回定例会 令和４年１１月２２日（火）

議案第３３号 三種町スポーツ文化栄誉賞授与基準の一部改正について

報 告 １ 三種町立統合中学校建設に関する基本設計業務プロポーザル審査結

果と今後のスケジュールについて

報 告 ２ 旧下岩川小学校活用懇談会について

第１２回定例会 令和４年１２月２０日（火）

議案第３４号 令和４年度要保護・準要保護世帯の認定について

教 義 １ 三種町立小・中学校の令和４年度卒業式及び令和５年度入学式の日

程について

報 告 １ 三種町立統合中学校ワークショップについて

報 告 ２ 令和４年１２月三種町議会定例会の報告について

令和５年

第１回定例会 令和５年１月２７日（金）

議案第１号 三種町スポーツ・文化栄誉賞受賞者の選考について

議案第２号 三種町奨学金貸付条例施行規則の一部改正について
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協 議 １ 令和４年度卒業式及び令和５年度入学式の日程について

報 告 １ 通学路における合同点検状況について

報 告 ２ 三種町立統合中学校建設基本設計（原案）について

第１回 臨時会 令和５年２月２７日（月）

議案第３号 令和５年度 教職員人事異動の承認について

第２回定例会 令和５年２月２７日（月）

議案第４号 令和５年度要保護・準要保護世帯の認定について

報 告 １ 三種町全員協議会について

報 告 ２ 総合教育会議について

第３回定例会 令和４年３月２４日（金）

議案第 ５号 令和５年度要保護・準要保護世帯の認定について

議案第 ６号 三種町教育委員会の所管に係る個人情報保護条例施行規則の廃止に

ついて

議案第 ７号 三種町教育委員会が保有する個人情報の保護に関する規則の制定に

ついて

議案第 ８号 三種町立小中学校防犯カメラの設置及び管理運用に関する要綱の全

部改正について

議案第 ９号 学校、その他の教育機関の長に対する事務委任規程の一部改正につ

いて

議案第１０号 三種町教育委員会行政組織規則の一部改正について

議案第１１号 三種町体育文化関係出場費補助金交付要綱の一部改正について

議案第１２号 スポーツ推進委員の委嘱について

議案第１３号 三種町通級指導教室に係る巡回指導の取り扱いについて

報 告 １ ３月議会定例会報告

報 告 ２ 学習状況調査について

３ 三種町立統合中学校検討委員会

第１回検討委員会 令和４年７月１４日（木）

協議１ 検討委員会の検討内容とスケジュールについて

協議２ 基本構想について

①基本構想について ②先進校（事例）の紹介 ③グループ協議

第２回検討委員会 令和４年８月２日（木）

協議１ 第１回検討委員会ワークショップのまとめと三種町立統合中学校建設基本
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構想（案）の説明について

協議２ グループ協議（ワークショップ）

第３回検討委員会 令和４年８月２２日（月）

協議１ 三種町立統合中学校建設基本構想（案）について

①第２回検討委員会ワークショップのまとめ

②基本構想（案）について

③パブリックコメントへの対応について

協議２ 今後の日程について

第４回検討委員会 令和４年１１月３０日（水）

協議１ 統合中学校基本設計について

①これまでの経緯について（基本設計プロポーザル）

②基本設計について

ア 「三種町立統合中学校建設に関する基本設計業務」について（説明）

イ 校舎・グラウンド等の配置について

ウ 意見・要望

第５回検討委員会 令和５年２月１５日（水）

協議１ 統合中学校基本設計(案）について

協議２ 今後のスケジュールについて

４ 統合中学校ワークショップ

第１回 統合中学校ワークショップ（児童生徒対象）令和５年１２月１４日

児童生徒たちが出し合ったテーマによるワークショップ

①あったらいいなこんな設備・機能 ②近未来デザイン ③ＩＣＴ教育

④部活動 ⑤自由を尊重する学校 ⑥地域との関わり

第２回 統合中学校ワークショップ（教職員対象） 令和５年１２月２１日

テーマ ①地域交流室の位置付けＳＴＥＡＭ教育（理系と文系を融合させた教育）

②小・中連携 ③教職員の労働環境 ④ふるさと教育

第３回 統合中学校ワークショップ（教職員対象） 令和５年１２月２１日

１ 基本設計（案）の説明

２ 講話「五城目町の小学校建設」

３ ワークショップ

参加者が考えたテーマによる話し合い
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①こんな学校がほしい

②こんな学校の使い方をしたい

③不登校も含め、みんなが来られる学校

④新しい中学校を卒業した生徒達に期待すること

（２）教育委員の活動状況

令和４年

４月 ７日 令和４年度小・中学校入学式

５月１５日 令和４年度全国町村教育長会定期総会～１７日 （東京都）

６月 ２日 能代山本市町教育委員会連合会総会 （能代市二ツ井庁舎）

６月 ８日 学校訪問（山本出張所長・副主幹・教育長・教育委員）～７月１２日

6/8（浜口小・八中）、6/28（金小・山中）、7/6（琴小・琴中）、7/12（森小・湖小）

令和５年

３月１１日 令和４年度小学校卒業式

３月１２日 令和４年度中学校卒業式
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令和４年度事業三種町教育委員会 事務点検・評価報告書

事務点検・評価委員

田 中 敏 明（三種町鯉川）

三 浦 陽 香（三種町森岳）

成 田 久美子（三種町鵜川）

令和４年度事業

三種町教育委員会事務点検・評価報告書

〒０１８－２１０４

秋田県三種町鹿渡字東二本柳２９－３

三種町教育委員会

ＴＥＬ ０１８５－８７－２１１５

ＦＡＸ ０１８５－８７－３０５２
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